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百人一首を学ぶ会を開催しました！（２月５日）

今年の「百人一首を学ぶ会」はいかがでしたか？ 白熱した団体戦、札の飛んだ名人

戦、皆で右往左往したウルトラクイズ。今年は去年よりも、かなりレベルアップした

イベントになりました。実行委員は一生懸命に自分の仕事をこなしてくれましたし、

かるた同好会も色々と協力してくれました。次回はどのような会になるか、今から楽

しみです。（担当 一木先生）

競技かるた同好会の２年生３人

が、本格的な百人一首の読みを

披露してくれました！

団体戦、名人戦とも、熱戦が繰り広げられました！ 優勝の２－Ａチーム！

百人一首大会を終えて（競技カルタ同好会の生徒から）

○普段全然関わることのない「かるた」にたくさんの人が取り組んで楽しそうに札を

百人一首ウルトラ 最後は国際全員で 取っていたのを見て、とても嬉しく感じました。

クイズの優勝者！ 一本締め！ ○同好会が大会の運営をさせていただきました。参加した皆さんから楽しかったという

言葉をもらってとても嬉しかったです。百人一首を好きになってくれたらと思います。

よこはま国際フォーラム２０１６でセミナーをおこないました！（２月７日 ＪＩＣＡ横浜）

国際語科は第１回目から生徒がセミナーを実施しています。東日本大震災以降は「瀬谷ボランテ

ィアバス」の活動を発表しており、今回は希望ヶ丘商店街のお祭りで釜石の物産展を行ったこと

について報告もしました。またそれぞれに関係する方もお招きしてお話をしていただきました。

セミナーを行った後、ＪＩＣＡ

横浜の入り口で記念撮影。 瀬谷区社会福祉協議会 希望ヶ丘商店会

お疲れ様！ 準備完了！ クイズを交えながら、 局長 小清水経仁さん 理事 青井純子さん

セミナー開始です。 ボランティアバスの発表。

活動がわかるように 岩手県立釜石高等学校 後半ではグループディスカッションを行いました。今年の希望ヶ丘

掲示もしました。 生徒会長 佐々木希さん 商店街で行われる「希望ヶ丘フェスティバル」で配布するパンフレット

電話回線を繋いで！ のアイデアを、参加してくださった皆さんと一緒に考えました。

発表生徒の感想

伝えることの難しさを感じました。私のくだらないノリにやや苦笑気味でしたが、付き合ってくださったり、メモを取りながら聞

いてくれました。事実をただ伝えるだけでなく、どう興味を引き出しながら自分の言いたいことを伝えるかが課題だと思いました。

まんまるフェスタにブース出展とボランティア参加をしました！（１月３１日） 瀬谷の全ての人々が仲良

く「まんまる」な生活を送るためにはどうしたらよいか？ いろいろな社会福祉団体が集まり、話し

合ったり発表したりする会が瀬谷公会堂で開催され、昨年に引き続き国際の生徒もボランティアで参

加しました。隼人のブースも作って「瀬谷ボランティアバス」や「希望ヶ丘フェスティバル」の写真

展示も行いました。

ホールでは、講演や

ダンスなど、瀬谷で活動

している団体の発表があり、

盛りだくさんの内容でした！

生徒会と一緒に せやまるくんと一緒に 隼人のブースに興味を 福祉団体の販売ブース

ブースの前で はい、ポーズ！ 持ってくださる方多数！ のお手伝い！


